
(57)【要約】

【課題】製造工程を簡略化してコストを低減する上、収

率を向上させるフルカラー有機ＥＬ表示装置及びその製

造方法を提供する。

【解決手段】基板３１上に形成された複数の画素は、そ

れぞれ基板３１上に形成され、その上に第１のサブ画素

領域４１１、第２のサブ画素領域４１３及び第３のサブ

画素領域４１５を有する第１の電極４１と、第１の電極

４１上に形成され、第１の有機発光ユニット４３１及び

第２の有機発光ユニット４３３を有する有機発光ユニッ

ト４３と、有機発光ユニット４３上に形成された第２の

電極４５とを備える。第１の有機発光ユニット４３１は

、第１のサブ画素領域４１１及び第２のサブ画素領域４

１３上に形成される。第２の有機発光ユニット４３３は

、第２のサブ画素領域４１３及び第３のサブ画素領域４

１５上に形成される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に 複 数 の 画 素 が 形 成 さ れ た フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 そ れ ぞ れ の 前 記 画 素 は 、
　 そ の 上 に 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 を 有 し 、 前
記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、
　 前 記 第 １ の 電 極 上 に 形 成 さ れ 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト を
有 す る 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 電 極 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域
上 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域
上 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 上 に お い て 、 前 記 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト が 前 記
第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 上 に 形 成 さ れ る か 、 前 記 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト と 前 記 第 １ の 電
極 と の 間 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 と 前 記 第 １ の 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ を さ ら に 備 え 、
　 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第
３ の サ ブ 画 素 領 域 の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト
、 第 ２ の カ ラ ー レ ジ ス ト 及 び 第 ３ の カ ラ ー レ ジ ス ト を 含 む 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を さ ら に 備 え 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域
又 は 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 前 記 第 １ の 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 封 止 プ レ ー ト を さ ら に 備 え 、
　 前 記 封 止 プ レ ー ト は 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 封 止 プ レ ー ト の 底 層 に は 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 は 、 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及
び 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第 ４ の カ ラ ー
レ ジ ス ト 、 第 ５ の カ ラ ー レ ジ ス ト 及 び 第 ６ の カ ラ ー レ ジ ス ト を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を さ ら に 備 え 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域
又 は 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 前 記 第 １ の 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 封 止 プ レ ー ト を さ ら に 備 え 、
　 前 記 封 止 プ レ ー ト は 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 封 止 プ レ ー ト の 底 層 に は 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 は 、 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及
び 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第 ４ の カ ラ ー
レ ジ ス ト 、 第 ５ の カ ラ ー レ ジ ス ト 及 び 第 ６ の カ ラ ー レ ジ ス ト を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を さ ら に 備 え 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域
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又 は 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 前 記 第 １ の 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 基 板 上 に 複 数 の 画 素 を 形 成 し 、 そ れ ぞ れ の 前 記 画 素 の 形 成 方 法 は 、
　 前 記 基 板 上 に 第 １ の 電 極 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 電 極 上 に 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域
を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 を 第 １ の マ ス ク で カ バ ー す る 工 程 と 、
　 第 １ の 蒸 着 源 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 に 向 け 、 第 １ の 有
機 発 光 ユ ニ ッ ト の 蒸 着 工 程 を 行 い 、 第 １ の 光 源 を 生 成 す る 前 記 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト を
形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 を 第 ２ の マ ス ク で カ バ ー す る 工 程 と 、
　 第 ２ の 蒸 着 源 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 に 向 け 、 第 ２ の 有
機 発 光 ユ ニ ッ ト の 蒸 着 工 程 を 行 い 、 第 ２ の 光 源 を 生 成 す る 前 記 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト を
形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 上 へ 第 ２ の 電 極 を 形 成 す
る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 大 多 数 の 表 示 装 置 に と っ て 、 フ ル カ ラ ー の 表 示 効 果 を 得 る 技 術 は 、 往 々 に し て 当 該 表 示
装 置 の 発 展 に と っ て 非 常 に 重 要 で あ っ た 。 一 般 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） の フ ル
カ ラ ー 表 示 機 能 を 得 る 方 法 に は 、 以 下 の 二 種 類 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ １ ） 三 原 色 が 独 立 し た 画 素 発 光
　 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） そ れ ぞ れ の 三 原 色 を 生 成 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 素 子 を そ
れ ぞ れ 個 別 に 形 成 し 、 こ れ ら 三 種 類 の 色 光 を 適 当 な 比 率 で 混 合 し て フ ル カ ラ ー の 表 示 効 果
を 得 る 方 法 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 製 作 に は 、 複 数 の 蒸 着 工 程 及 び マ ス ク 合 わ せ 工 程 に お い て
、 異 な る 色 光 を 生 成 す る 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト が 必 要 で あ り 、 製 造 工 程 が 複 雑 で 面 倒 な 上 、 マ
ス ク 合 わ せ を 行 う と き の 精 確 性 を 高 め る こ と も 困 難 だ っ た 。 そ の た め 、 製 品 の 収 率 が 下 が
り 製 造 コ ス ト が 高 く な っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
（ ２ ） カ ラ ー フ ィ ル タ （ color filter）
　 少 な く と も 一 つ の 白 色 光 源 を 放 射 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 配 置 し 、 白 色 光 源 を バ ッ ク ラ イ ト
光 源 に し 、 成 熟 し た 技 術 の カ ラ ー フ ィ ル タ と 合 わ せ て 使 用 し 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 使 用 す る
こ と に よ り 白 色 光 源 の 光 色 を 濾 過 す る 目 的 を 達 し て フ ル カ ラ ー の 表 示 効 果 を 得 る 方 法 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ に よ り 光 色 を 濾 過 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に
、 主 に 基 板 １ １ 上 に カ ラ ー フ ィ ル タ １ ０ の ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス （ black matrix） １ ３ が 形
成 さ れ 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス １ ３ が 形 成 さ れ て い な い 基 板 １ １ の 上 表 面 に は 、 光 色 濾 過 機
能 を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ 層 １ ５ （ 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト （ Ｇ ） １ ５ １ 、 第 ２ の カ ラ ー レ
ジ ス ト １ ５ ３ （ Ｂ ） 及 び 第 ３ の カ ラ ー レ ジ ス ト （ Ｒ ） １ ５ ５ を 含 む 。 ） が 設 け ら れ て い る
。 ま た 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス １ ３ 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ 層 １ ５ の 上 方 に は 、 選 択 的 に 平 坦 バ
リ ヤ ユ ニ ッ ト １ ７ を 形 成 し て も よ い 。 こ の 平 坦 バ リ ヤ ユ ニ ッ ト １ ７ に は 、 後 続 工 程 に 有 利
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な よ う に 、 平 坦 化 層 （ over coat） か バ リ ヤ ー 層 を 選 択 し て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 第 １ の 電 極 ２ １ は 、 平 坦 バ リ ヤ ユ ニ ッ ト １ ７ の 上 表 面 へ 直 接
形 成 さ れ 、 第 １ の 電 極 ２ １ の 上 表 面 に は 順 次 、 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ３ 及 び 第 ２ の 電 極 ２ ５
を 形 成 し 、 第 １ の 電 極 ２ １ 及 び 第 ２ の 電 極 ２ ５ に 動 作 電 流 を 通 し て 、 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ２
３ か ら 白 色 光 源 Ｓ を 放 射 す る 。 白 色 光 源 Ｓ が カ ラ ー フ ィ ル タ 層 １ ５ を 透 過 す る と 、 そ れ ぞ
れ 光 色 が 濾 過 さ れ 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） 、 赤 （ Ｒ ） の 三 原 色 で あ る 第 １ の 色 光 Ｌ １ 、 第 ２
の 色 光 Ｌ ２ 及 び 第 ３ の 色 光 と な り 、 そ れ ら の 組 合 せ に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ２ ０ ０ は フ
ル カ ラ ー を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ １ ０ を 使 用 し た 場 合 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ２ ０ ０ は 、 白 色 光 源 Ｓ を 生 成 す
る 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ２ ３ だ け が 必 要 と な る た め 、 蒸 着 工 程 が 少 な く て す む 上 、 全 開 型 の マ
ス ク を 使 用 す る こ と に よ り 、 マ ス ク 合 わ せ を 行 う 時 の 困 難 度 を 効 果 的 に 低 減 す る こ と が で
き る 。 し か し 、 白 色 光 源 Ｓ は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 １ ５ の 光 源 透 過 率 が 理 想 的 で な い た め 、
有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ２ ０ ０ の 発 光 輝 度 及 び 色 飽 和 度 に 悪 い 影 響 を 与 え 、 そ の 発 光 の 質 は 効 果
的 に 向 上 さ せ る こ と が で き な か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 少 な い 回 数 の 蒸 着 工 程 及 び マ ス ク 合 わ せ 工 程 に よ り フ ル カ ラ ー
の 表 示 効 果 を 得 て 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 し て コ ス ト を 低 減 さ せ る 上 、 マ ス ク 合 わ せ を 行 う 時
の 困 難 度 を 低 減 す る こ と に よ り 製 品 の 収 率 を 効 果 的 に 向 上 さ せ る フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示
装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト の 光 源 透 過 率 を 効 果 的 に 高 め る 上 、 そ の 色 飽
和 度 を 向 上 さ せ る フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 目 的 は 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 し て マ ス ク 合 わ せ を 行 う 時 の 困 難 度 を 低 減 す
る 上 、 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト の 光 源 透 過 率 及 び 色 飽 和 度 を 効 果 的 に 向 上 さ せ る こ と に よ り 、 発
光 電 源 の 消 費 電 力 を 減 ら し て 素 子 の 使 用 寿 命 を 延 ば す フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 目 的 は 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト が 、 従 来
構 造 の よ う に 単 に 一 つ の サ ブ 画 素 の 上 方 に 形 成 さ れ る の で な く 、 一 つ の 画 素 内 に お い て 二
つ の サ ブ 画 素 の 上 方 に 形 成 さ れ る た め 、 蒸 着 位 置 合 わ せ の 工 程 に お い て 、 大 き い 開 口 の マ
ス ク が 使 用 で き 、 蒸 着 位 置 合 わ せ の 工 程 に お け る 困 難 度 を 低 減 し 、 製 品 の 収 率 を 高 め る フ
ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 基 板 上 に 複 数 の 画 素 が 形 成 さ れ た フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ
っ て 、 そ れ ぞ れ の 前 記 画 素 は 、 そ の 上 に 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 第
３ の サ ブ 画 素 領 域 を 有 し 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、 前 記 第 １ の 電 極 上 に 形
成 さ れ 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト を 有 す る 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト
と 、 前 記 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 電 極 と を 備 え 、 前 記 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ
ッ ト は 、 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の
有 機 発 光 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 上 に 形 成 さ れ
、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 上 に お い て 、 前 記 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト が 前 記 第 １ の 有 機 発
光 ユ ニ ッ ト 上 に 形 成 さ れ る か 、 前 記 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト と 前 記 第 １ の 電 極 と の 間 に 形
成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 基 板
と 前 記 第 １ の 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ を さ ら に 備 え 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ
は 、 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 鉛
直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト 、 第 ２ の カ ラ ー レ ジ ス
ト 及 び 第 ３ の カ ラ ー レ ジ ス ト を 含 む 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ を さ ら に 備 え 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領
域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 又 は 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 前 記 第 １ の 電 極 と 電 気 的 に 接
続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ っ て 、 封 止 プ レ
ー ト を さ ら に 備 え 、 前 記 封 止 プ レ ー ト は 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 封 止 プ レ ー ト の 底
層 に は 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 は 、 前 記 第 １ の
サ ブ 画 素 領 域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 鉛 直 方 向 で 対 応 し
た 位 置 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第 ４ の カ ラ ー レ ジ ス ト 、 第 ５ の カ ラ ー レ ジ ス ト 及 び 第 ６ の カ
ラ ー レ ジ ス ト を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ を さ ら に 備 え 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領
域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 又 は 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 前 記 第 １ の 電 極 と 電 気 的 に 接
続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ っ て 、 封 止 プ レ
ー ト を さ ら に 備 え 、 前 記 封 止 プ レ ー ト は 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 封 止 プ レ ー ト の 底
層 に は 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 は 、 前 記 第 １ の
サ ブ 画 素 領 域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 鉛 直 方 向 で 対 応 し
た 位 置 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 第 ４ の カ ラ ー レ ジ ス ト 、 第 ５ の カ ラ ー レ ジ ス ト 及 び 第 ６ の カ
ラ ー レ ジ ス ト を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ を さ ら に 備 え 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領
域 、 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 又 は 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 の 前 記 第 １ の 電 極 と 電 気 的 に 接
続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 基 板 上 に 複 数 の
画 素 を 形 成 し 、 そ れ ぞ れ の 前 記 画 素 の 形 成 方 法 は 、 前 記 基 板 上 に 第 １ の 電 極 を 形 成 す る 工
程 と 、 前 記 第 １ の 電 極 上 に 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 第 ３ の サ ブ 画 素
領 域 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 を 第 １ の マ ス ク で カ バ ー す る 工 程 と 、 第
１ の 蒸 着 源 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 に 向 け 、 第 １ の 有 機 発
光 ユ ニ ッ ト の 蒸 着 工 程 を 行 い 、 第 １ の 光 源 を 生 成 す る 前 記 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト を 形 成
す る 工 程 と 、 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 を 第 ２ の マ ス ク で カ バ ー す る 工 程 と 、 第 ２ の 蒸 着 源
を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 及 び 前 記 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 に 向 け 、 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト
の 蒸 着 工 程 を 行 い 、 第 ２ の 光 源 を 生 成 す る 前 記 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る 工 程 と
、 前 記 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト 上 へ 第 ２ の 電 極 を 形 成 す
る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 製 造 方 法 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 は 、 光 源 透 過 率 及 び 色 飽 和 度 を
効 果 的 に 向 上 さ せ る 上 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 し て 製 造 収 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 先 ず 図 ２ を 参 照 す る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 分 か り や す く す る た め 、 一 つ の 画 素 （ pixel）
を 例 に 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ は 、 主 に 基 板
３ １ 及 び 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ を 含 む 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ は 、 第 １ の 電 極 ４ １ 、 有 機 発 光 ユ ニ
ッ ト ４ ３ 及 び 第 ２ の 電 極 ４ ５ を 含 む 。 そ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ は 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ
ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の 電 極 ４ １ は 、 基 板 ３ １ の 上 方 に 設 け ら れ 、 第 １ の 電 極 ４ １ は 、 第 １ の サ ブ 画 素 領
域 ４ １ １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 及 び 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ に 定 義 さ れ る 。 第 １
の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ は 、 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３
上 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ は 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 及 び 第 ３ の
サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ の 上 方 に 形 成 さ れ る 。 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の 有 機
発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ は 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 上 に 積 層 方 式 に よ り 形 成 さ れ る た め 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 上 に 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ を
形 成 し た り 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ と 第 １ の 電 極 ４ １ と の 間 に 第 ２ の 有 機 発 光 ユ
ニ ッ ト ４ ３ ３ を 形 成 し た り 、 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ 上 に 第 ２ の 電 極 ４ ５ を 形 成 し た り し て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ の 電 極 ４ １ と 第 ２ の 電 極 ４ ５ と の 間 に 動 作 電 流 が 供 給 さ れ る と 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ
ニ ッ ト ４ ３ １ は 第 １ の 光 源 Ｓ １ を 生 成 し 、 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ は 第 ２ の 光 源 Ｓ
２ を 生 成 す る 。 ま た 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３
を 積 層 方 式 で 形 成 す る と 、 第 ３ の 光 源 Ｓ ３ を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ は 、 基 板 ３ １ と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ と の 間
に 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ ３ ０ を さ ら に 含 む 。 カ ラ ー フ ィ ル タ ３ ０ は 、 光 色 濾 過 機 能 を
備 え る 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 （ カ ラ ー レ ジ ス ト と も 呼 ぶ ） ３ ５ 及 び ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
３ ３ を 含 む 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ３ ３ は 、 基 板 ３ １ 上 に 形 成 さ れ 、 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ
層 ３ ５ は 、 基 板 ３ １ 及 び ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ３ ３ 上 に 形 成 さ れ 、 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
３ ５ は 、 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ 、 第 ２ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ ３ 及 び 第 ３ の カ ラ ー レ
ジ ス ト ３ ５ ５ を 含 む 。 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ は 、 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ の 鉛 直
方 向 で 対 応 し た 位 置 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ ３ は 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４
１ ３ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に 形 成 さ れ 、 第 ３ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ ５ は 、 第 ３ の サ ブ
画 素 領 域 ４ １ ５ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ３ ３
及 び 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ５ の 上 方 は 、 平 坦 バ リ ヤ ユ ニ ッ ト ３ ７ （ 例 え ば 、 平 坦 化 層
、 バ リ ヤ ー 層 又 は そ れ ら の 組 合 せ ） で カ バ ー し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ を 形 成 し て 第 １ の サ
ブ 画 素 領 域 ４ １ １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 上 と 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 及 び 第
３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ 上 と を そ れ ぞ れ カ バ ー す る こ と に よ り 、 二 つ の サ ブ 画 素 領 域 を そ
れ ぞ れ カ バ ー し 、 マ ス ク 合 わ せ の 回 数 及 び 困 難 度 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ が 生 成 し た 第 １ の 光 源 Ｓ １ は 、 第 １ の カ ラ
ー レ ジ ス ト ３ ５ １ を 直 接 透 過 す る と 、 濾 過 さ れ て 第 １ の 色 光 Ｌ １ が 生 成 さ れ 、 第 ２ の 有 機
発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ が 生 成 し た 第 ２ の 光 源 Ｓ ２ は 、 第 ３ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ ５ を 透 過 す
る と 、 濾 過 さ れ て 第 ３ の 色 光 Ｌ ３ が 生 成 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 上 に 、
第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ を 積 層 方 式 で 形 成 す る
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こ と に よ り 、 混 合 さ れ た 第 ３ の 光 源 Ｓ ３ を 生 成 す る 。 こ の 第 ３ の 光 源 Ｓ ３ が 第 ２ の カ ラ ー
レ ジ ス ト ３ ５ ３ を 透 過 す る と 、 濾 過 さ れ て 第 ２ の 色 光 Ｌ ２ と な る 。 そ の た め 、 有 機 Ｅ Ｌ 表
示 装 置 ４ ０ ０ は 、 第 １ の 色 光 Ｌ １ 、 第 ２ の 色 光 Ｌ ２ 及 び 第 ３ の 色 光 Ｌ ３ を 混 合 し 、 フ ル カ
ラ ー の 表 示 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ が 生 成 す る 第 １ の 光 源 Ｓ １ は 青 色
光 源 で あ り 、 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ が 生 成 す る 第 ２ の 光 源 Ｓ ２ は 、 第 １ の 光 源 Ｓ
１ と 互 い に 補 償 し 合 う 特 性 を 有 す る 補 償 光 源 （ 例 え ば 、 緑 色 光 源 、 黄 色 光 源 、 橙 色 光 源 又
は 赤 色 光 源 ） に し て も よ く 、 積 層 方 式 で 形 成 さ れ た 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第
２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ が 生 成 す る 第 ３ の 光 源 Ｓ ３ は 、 白 色 光 源 で も よ い 。 ま た 、 第
１ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ 、 第 ２ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ ３ 及 び 第 ３ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５
５ は 、 そ れ ぞ れ 青 色 レ ジ ス ト Ｂ 、 緑 色 レ ジ ス ト Ｇ 及 び 赤 色 レ ジ ス ト Ｒ で あ る 。 従 っ て 、 第
１ の 光 源 Ｓ １ （ 青 光 ） が 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ （ 青 色 レ ジ ス ト ） を 透 過 す る と 、 濾
過 さ れ て 第 １ の 色 光 Ｌ １ （ 青 光 ） の 光 色 が 形 成 さ れ 、 第 ２ の 光 源 Ｓ ２ （ 緑 光 、 黄 光 、 橙 光
又 は 赤 光 ） が 第 ３ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ ５ （ 赤 色 レ ジ ス ト ） を 透 過 す る と 、 濾 過 さ れ て 第
３ の 色 光 Ｌ ３ （ 赤 光 ） が 形 成 さ れ 、 第 ３ の 光 源 Ｓ ３ （ 白 色 ） が 第 ２ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５
３ （ 緑 色 レ ジ ス ト ） を 透 過 す る と 、 濾 過 さ れ て 第 ２ の 色 光 Ｌ ２ （ 緑 光 ） が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ５ は 、 特 定 の 波 長 範 囲 を 有 す る 光 源 だ け を 透 過 さ せ る デ バ イ
ス で あ り 、 こ れ に よ り 光 色 を 濾 過 さ せ る 目 的 を 達 成 す る 。 例 え ば 、 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト
３ ５ １ を 、 波 長 範 囲 が ４ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の 間 の 光 源 の み を 透 過 さ せ る よ う に し た 場 合 、
従 来 構 造 で は 白 色 光 源 （ Ｓ ） の バ ッ ク 光 源 が 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ を 透 過 す る と 、
第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ は 、 波 長 範 囲 が ４ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 外 の 色 光 源 が 、 濾 過 及
び 遮 蔽 に よ っ て 透 過 さ れ な い た め 、 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ を 透 過 す る 色 光 波 長 範 囲
は ４ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の 間 （ 即 ち 、 肉 眼 で 認 識 で き る 青 色 光 源 で あ る 。 ） と な っ て 、 光 色
を 濾 過 す る 目 的 を 達 成 す る 。 し か し 、 光 色 が 濾 過 さ れ る と 、 同 時 に 波 長 範 囲 が ４ ０ ０ ～ ５
０ ０ ｎ ｍ 以 外 の 色 光 源 も 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ に よ り 濾 過 及 び 遮 蔽 が 行 わ れ 、 第 １
の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ は 、 白 色 光 源 Ｓ の 光 源 透 過 率 が 下 が り （ 約 ２ ５ パ ー セ ン ト で あ る
。 ） 、 そ の 光 強 度 は 低 減 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 反 対 に 、 第 １ の 光 源 Ｓ １ の 波 長 分 布 範 囲 が 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ の 許 容 す る 色 光
透 過 の 波 長 範 囲 内 で あ る 場 合 、 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ は 、 第 １ の 光 源 Ｓ １ の 光 源 透
過 率 が 非 常 に 優 れ る 。 例 え ば 、 第 １ の 光 源 Ｓ １ の 波 長 分 布 範 囲 が ４ ２ ０ ～ ４ ７ ０ ｎ ｍ （ 青
色 光 源 ） で あ る と き に 、 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ が 透 過 さ せ る 色 光 の 波 長 範 囲 が 、 前
述 の よ う に ４ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ （ 青 色 レ ジ ス ト ） の 場 合 、 第 １ の 光 源 Ｓ １ の 大 部 分 は 、 第
１ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ を 透 過 し 、 第 １ の 色 光 Ｌ １ が 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 本 実 施 形 態
の 光 源 透 過 率 は ８ ０ ％ 以 上 に 達 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ を 使 用 す る こ と に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０
０ の あ る 色 光 の 光 源 透 過 率 、 光 強 度 及 び 色 飽 和 度 を 高 め 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ の 使 用
範 囲 及 び 方 向 に 応 じ 、 異 な る 色 光 を 発 生 さ せ る 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の
有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ を 選 択 す る こ と に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ の 透 過 率 、 光 強
度 及 び 飽 和 度 を 効 果 的 に 高 め る と と も に 、 素 子 の 使 用 寿 命 を 延 ば し 、 消 費 電 力 を 減 ら す こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 又 は 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ 内 に あ る 有 機
発 光 層 は 、 少 な く と も 一 つ の ホ ス ト エ ミ ッ タ （ Host Emitter： Ｈ ） 内 に 少 な く と も 一 つ の
ド ー パ ン ト （ Dopant： Ｄ ） が ド ー ピ ン グ さ れ た ド ー ピ ン グ 型 有 機 発 光 層 か ら 選 択 さ れ た も
の で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 当 然 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ が 生 成 す る 第 １ の 光 源 Ｓ １ は
、 赤 色 光 源 や 緑 色 光 源 で も よ く 、 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ を そ れ ぞ れ 赤 色 レ ジ ス ト や
緑 色 レ ジ ス ト に す る こ と に よ り 、 同 様 に 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ の フ ル カ ラ ー 表 示 を 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ 図 示 せ ず ） を さ ら に 含 み 、 各 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 又 は 第 ３ の サ ブ 画
素 領 域 ４ １ ５ の 第 １ の 電 極 ４ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 （ active m
atrix） の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ が 形 成 さ れ る 。 こ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ
Ｌ 表 示 装 置 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 上 に あ る Ｃ Ｏ Ａ （ color filter on 
array） 方 式 や カ ラ ー フ ィ ル タ が 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 下 に あ る Ａ Ｏ Ｃ （ array on color fi
lter） 方 式 に よ り 製 作 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 基 板 ３ １ 、 カ ラ ー フ
ィ ル タ ３ ０ 及 び 第 １ の 電 極 ４ １ は 、 図 ２ に 示 す も の と 配 置 が 同 じ で あ る た め 、 こ こ で は 繰
り 返 し て 述 べ な い 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ は 、
第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ の 上 方 に 形 成 さ れ 、 そ の 後 、 第
２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 及 び 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ の 上 方 に 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト
４ ３ ３ を 形 成 し 、 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ １ 、 第 ２ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ ３ 及 び 第 ３ の
カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ５ ５ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １
３ 及 び 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４
３ ３ は 、 電 流 信 号 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 色 光 源 を 生 成 す る 発 光 ユ ニ ッ ト で あ り 、 そ
の 内 部 は 、 そ れ ぞ れ 正 孔 注 入 層 （ Hole Injection Layer： Ｈ Ｉ Ｌ ） ４ ３ ４ 、 正 孔 輸 送 層 （
Hole Transporting Layer： Ｈ Ｔ Ｌ ） ４ ３ ５ 、 有 機 発 光 層 （ Emitting Layer： Ｅ Ｍ Ｌ ） 、
電 子 輸 送 層 ４ ３ ８ （ Electron Transporting Layer： Ｅ Ｔ Ｌ ） 及 び 電 子 注 入 層 ４ ３ ９ （ Ele
ctron Injection Layer： Ｅ Ｉ Ｌ ） か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 一 種 以 上 を 含 む 。 例 え ば 、 第
１ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４
３ ３ の 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ を 形 成 す る 前 に 、 第 １ の 電 極 ４ １ 上 に 正 孔 注 入 層 ４ ３ ４
及 び 正 孔 輸 送 層 ４ ３ ５ を 順 次 形 成 し て か ら 、 正 孔 輸 送 層 ４ ３ ５ 上 に 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３
１ １ 及 び 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ を 形 成 す る 。 そ し て 最 後 に 、 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １
１ 及 び 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ 上 に 、 電 子 輸 送 層 ４ ３ ８ 及 び 電 子 注 入 層 ４ ３ ９ を 順 次 形
成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光
ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ は 、 単 層 の 有 機 発 光 層 又 は 複 数 層 の 有 機 発 光
層 か ら 選 択 し て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ は 、 第 １ の 有 機 発 光 層 ４
３ １ １ を 内 部 に 含 む 単 層 の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト で あ り 、 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ は 複
数 層 の 有 機 発 光 層 ユ ニ ッ ト で あ る 。 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ は 、 第 ２ の 有 機 発 光 層 ４ ３
６ 及 び 第 ３ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ７ が 積 層 方 式 で 形 成 さ れ た も の で あ る 。 ま た 、 第 １ の 有 機 発
光 層 ４ ３ １ １ は 、 青 色 光 源 を 生 成 す る 有 機 発 光 層 で も よ く 、 第 ２ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ６ 及 び
第 ３ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ７ は 、 そ れ ぞ れ 橙 色 光 源 及 び 黄 色 光 源 を 生 成 す る 有 機 発 光 層 で あ り
、 第 ２ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ６ 及 び 第 ３ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ７ を 積 層 方 式 で 形 成 す る こ と に よ り
、 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ を 第 ２ の 光 源 Ｓ ２ に 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 続 い て 、 図 ４ を 参 照 す る 。 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ４ に
示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ３ は 、 基 板 ３ １ 及 び 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ を
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含 む 。 基 板 ３ １ 及 び 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ の 配 置 は 、 図 ２ に 示 す も の と 同 じ で あ る が 、 第 ２ の
サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ の 上 方 に 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ
ト ４ ３ ３ が 積 層 方 式 に よ り 形 成 さ れ 、 選 択 的 に 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ と 第 １ の 電
極 ４ １ と の 間 に 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ を 形 成 す る 点 が 図 ２ に 示 す も の と 異 な る 。
当 然 、 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ は 、 図 ２ と 同 様 に 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 上
に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ３ は 、 基 板 ３ １ 上 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ の 上 方 を カ バ ー す る 封 止 プ
レ ー ト ３ ９ を さ ら に 含 み 、 こ の 封 止 プ レ ー ト ３ ９ の 配 置 に よ り 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ を 効 果 的
に 保 護 す る こ と が で き る 。 封 止 プ レ ー ト ３ ９ の 底 層 上 の 一 部 に は 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
３ ８ が 形 成 さ れ 、 こ の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ８ は 、 第 ４ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ８ １ 、 第
５ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ８ ３ 及 び 第 ６ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ８ ５ を 含 む 。 第 ４ の カ ラ ー レ ジ ス
ト ３ ８ １ は 、 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に 形 成 さ れ 、 第 ５ の カ
ラ ー レ ジ ス ト ３ ８ ３ は 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に 形 成 さ れ
、 第 ６ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ８ ５ は 、 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 ４ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ８ １ 、 第 ５ の カ ラ ー レ ジ ス ト ３ ８ ３ 及 び 第 ６ の カ ラ ー レ ジ ス ト
３ ８ ５ は 、 そ れ ぞ れ 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ が 生 成 す る 第 １ の 光 源 Ｓ １ 、 第 ２ の 光 源 Ｓ ２ 及
び 第 ３ の 光 源 Ｓ ３ を 濾 過 す る 。 そ し て 、 第 ２ の 電 極 ４ ５ を 選 択 的 に 透 光 導 電 特 性 を 備 え る
材 料 に よ り 製 作 す る こ と に よ り 、 第 １ の 光 源 Ｓ １ 、 第 ２ の 光 源 Ｓ ２ 及 び 第 ３ の 光 源 Ｓ ３ は
、 第 ２ の 電 極 ４ ５ を 透 過 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ３ は ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン （ Top-Emissi
on） 型 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ 図 示 せ ず ） を さ ら に 含 む 。 各 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 又 は 第 ３ の サ ブ 画
素 領 域 ４ １ ５ の 第 １ の 電 極 ４ １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ
表 示 装 置 ４ ０ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ 及 び 図 ４ を 同 時 に 参 照 す る 。 基 板 ３ １ と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ と の 間 に 第 １ の カ ラ ー フ
ィ ル タ 層 ３ ５ を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ ３ ０ を 形 成 す る と 、 図 ２ に 示 す よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 表 示
装 置 ４ ０ ０ （ 即 ち 、 ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 （ Bottom-Emission） の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０
０ ） と な る 。 基 板 ３ １ の 上 方 に 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ８ を 有 す る 封 止 プ レ ー ト ３ ９ を
形 成 し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ を カ バ ー す る と 、 図 ４ に 示 す よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ３ （
即 ち 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ３ ） と な る 。 当 然 、 本 実 施 形 態 が 基
板 ３ １ と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ と の 間 に 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ５ を 有 す る カ ラ ー フ ィ ル タ
３ ０ を 形 成 し 、 基 板 ３ １ 上 に 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 ３ ８ を 有 す る 封 止 プ レ ー ト ３ ９ を 形
成 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ を カ バ ー し て も よ い 。 こ れ に よ り 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 は 、 双 方 向 の
発 光 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 双 方 向 の 発 光 を 行 う 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に は 、 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ 図 示 せ ず ） を 増
設 し 、 各 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 又 は
第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ の 第 １ の 電 極 ４ １ と そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 し 、 ア ク テ ィ ブ マ ト
リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 の 各 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 及
び 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ は 位 置 を 変 え て も よ く 、 そ の 場 合 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る カ ラ ー
レ ジ ス ト ３ ５ １ 、 ３ ５ ３ 、 ３ ５ ５ 、 ３ ８ １ 、 ３ ８ ３ 、 ３ ８ ５ も 位 置 を 変 え る こ と が で き る
。 例 え ば 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ を 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ と 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域
４ １ ５ と の 間 に 形 成 し た り 、 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ を 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ と 第
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３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ と の 間 に 形 成 し た り 、 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ を 第 １ の サ ブ 画
素 領 域 ４ １ １ と 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ と の 間 に 形 成 し た り し て も よ い 。 当 然 、 各 サ ブ
画 素 領 域 ４ １ １ 、 ４ １ ３ 、 ４ １ ５ の 位 置 を 変 え た 場 合 、 そ れ に 伴 い 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ
ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 位 置 を 変 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 最 後 に 、 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ を 参 照 す る 。 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ
る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 分 か り や す く す る
た め 、 表 示 装 置 内 に あ る 一 つ の 画 素 （ pixel） を 例 に 説 明 す る 。 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ に 示 す
よ う に 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ の 製 造 工 程 は 、 主 に 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ の
第 １ の 電 極 ４ １ を 形 成 し た 後 に 、 蒸 着 方 式 に よ り 第 １ の 電 極 ４ １ 上 に 正 孔 注 入 層 ４ ３ ４ 及
び ／ 又 は 正 孔 輸 送 層 ４ ３ ５ を 形 成 し 、 正 孔 輸 送 層 ４ ３ ５ 上 に 少 な く と も 一 つ の 第 １ の 有 機
発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １ 及 び 少 な く と も 一 つ の 第 ２ の 有 機 発 光 ユ
ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ を 形 成 す る 。 第 １ の 電 極 ４ １ は 、 第 １ の サ ブ 画
素 領 域 ４ １ １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ 及 び 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ に 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 先 ず 、 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に 第 １ の マ ス ク ４ ９ １ を 形
成 し 、 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ を カ バ ー し て か ら 、 第 １ の 蒸 着 源 ４ ７ １ に よ り 第 １ の 有
機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １ の 蒸 着 工 程 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 第 １
の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ の 上 方 に 、 第 １ の 光 源 Ｓ １ を 生 成 す
る 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １ が 形 成 さ れ る 。 第 １ の 蒸 着
源 ４ ７ １ に は 、 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 、 第 １ の 光 源 Ｓ １ を 生 成 す る 第 １ の 有 機 発 光 材 料 ４ ６
１ を 選 択 し て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 当 然 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光
層 ４ ３ １ １ を 蒸 着 す る 前 に 、 第 １ の 電 極 ４ １ の 表 面 に 正 孔 注 入 層 ４ ３ ４ 及 び ／ 又 は 正 孔 輸
送 層 ４ ３ ５ （ 点 線 で 示 す ） を 形 成 し て も よ い 。 そ の 後 、 正 孔 注 入 層 ４ ３ ４ 及 び ／ 又 は 正 孔
輸 送 層 ４ ３ ５ の 表 面 の 一 部 に 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １
を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 続 い て 、 第 ２ の マ ス ク ４ ９ ３ を 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位 置 に
形 成 し て 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ を カ バ ー し 、 そ の 後 、 第 ２ の 蒸 着 源 ４ ７ ３ に よ り 第 ２
の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ の 蒸 着 工 程 を 行 い 、 第 ２ の 蒸 着 源
４ ７ ３ は 、 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ の 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ３ の サ ブ 画
素 領 域 ４ １ ５ の 上 方 位 置 で 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ に
対 し て 蒸 着 工 程 を 行 う 。 こ の 際 、 第 １ の 電 極 ４ １ （ 又 は 正 孔 輸 送 層 ） 及 び 第 １ の 有 機 発 光
ユ ニ ッ ト ４ ３ １ （ 又 は 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １ ） 上 に 、 第 ２ の 光 源 Ｓ ２ を 生 成 す る 第 ２
の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ を 形 成 し 、 第 ２ の 蒸 着 源 ４ ７ ３ は
、 第 ２ の 光 源 Ｓ ２ を 生 成 す る 第 ２ の 有 機 発 光 材 料 ４ ６ ３ を 選 択 し て 用 い て も よ い （ 図 ５ Ｂ
に 示 す ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の 有 機 発 光 材 料 ４ ６ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発
光 材 料 ４ ６ ３ が そ れ ぞ れ 生 成 す る 第 １ の 光 源 Ｓ １ 及 び 第 ２ の 光 源 Ｓ ２ は 、 互 い に 補 償 し あ
う 補 償 光 源 で あ る 。 例 え ば 、 第 １ の 有 機 発 光 材 料 ４ ６ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 材 料 ４ ６ ３ は
、 そ れ ぞ れ 青 色 光 源 及 び 橙 色 光 源 を 生 成 す る 有 機 発 光 材 料 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 当 然 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ 及 び 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト
４ ３ ３ の 形 成 順 序 を 変 え て も よ い 。 例 え ば 、 先 ず 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の
有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ を 形 成 し て か ら 、 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層
４ ３ １ １ を 形 成 し て も よ い 。 そ し て 、 先 ず 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し
た 位 置 に 第 ２ の マ ス ク ４ ９ ３ を 形 成 し て か ら 第 １ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ １ を カ バ ー し 、 第 ２
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の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ の 蒸 着 工 程 を 行 い 、 第 ２ の サ ブ 画
素 領 域 ４ １ ３ 及 び 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ 上 に 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の
有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ を 形 成 し て か ら 、 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ の 鉛 直 方 向 で 対 応 し た 位
置 に 第 １ の マ ス ク ４ ９ １ を 形 成 し て 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ５ を カ バ ー し 、 第 １ の サ ブ 画
素 領 域 ４ １ １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域 ４ １ ３ に 対 応 し た 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の
上 方 に 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 後 続 の 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １ 及 び 第 ２ の 有
機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の 有 機 発 光 層 ４ ３ ３ １ が 形 成 さ れ る と 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４
０ ０ の 後 続 工 程 へ 進 む こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ ３ の 第 ４ の 有
機 発 光 層 ４ ３ ３ １ 及 び 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ １ の 第 １ の 有 機 発 光 層 ４ ３ １ １ 上 に 、
蒸 着 方 式 に よ り 電 子 輸 送 層 ４ ３ ８ 及 び ／ 又 は 電 子 注 入 層 ４ ３ ９ と 、 第 ２ の 電 極 ４ ５ と を 順
次 形 成 す る （ 点 線 で 示 す ） 。 そ し て 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ の 形 成 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 述 の 製 造 工 程 に お け る 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト ４ ３ は 、 従 来 の 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ
） の 三 原 色 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が そ れ ぞ れ 独 立 し て 形 成 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 よ り も 、 蒸 着
工 程 及 び マ ス ク 合 わ せ の 回 数 及 び 困 難 度 を 低 減 し な が ら 、 フ ル カ ラ ー の 表 示 機 能 を 得 る こ
と が で き る 。 ま た 、 蒸 着 工 程 の 回 数 を 減 ら す こ と に よ り 、 蒸 着 工 程 の 位 置 合 わ せ を 行 う 際
に 誤 差 が 発 生 す る 回 数 を 効 果 的 に 減 ら し 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ４ ０ ０ の 製 品 収 率 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 当 然 、 上 述 の 製 造 工 程 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 へ 適 用 す る こ と も
で き る が 、 こ こ で は そ の 詳 細 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 で は 好 適 な 実 施 形 態 を 前 述 の 通 り 開 示 し た が 、 こ れ ら は 決 し て 本 発 明 を 限 定 す る
も の で は な く 、 当 該 技 術 を 熟 知 す る も の な ら 誰 で も 、 本 発 明 の 主 旨 と 領 域 を 脱 し な い 範 囲
内 で 各 種 の 変 更 や 修 正 を 加 え る こ と が で き る 。 従 っ て 本 発 明 の 保 護 の 範 囲 は 、 特 許 請 求 の
範 囲 で 指 定 し た 内 容 を 基 準 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る フ ル カ ラ ー 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 受 動 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 受 動 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 製 造 工 程 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
１ ０ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ
１ １ 　 基 板
１ ３ 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
１ ５ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 層
１ ５ １ 　 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト
１ ５ ３ 　 第 ２ の カ ラ ー レ ジ ス ト
１ ５ ５ 　 第 ３ の カ ラ ー レ ジ ス ト
１ ７ 　 平 坦 バ リ ヤ ユ ニ ッ ト
２ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
２ １ 　 第 １ の 電 極
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２ ３ 　 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト
２ ５ 　 第 ２ の 電 極
３ ０ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ
３ １ 　 基 板
３ ３ 　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
３ ５ 　 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
３ ５ １ 　 第 １ の カ ラ ー レ ジ ス ト
３ ５ ３ 　 第 ２ の カ ラ ー レ ジ ス ト
３ ５ ５ 　 第 ３ の カ ラ ー レ ジ ス ト
３ ７ 　 平 坦 バ リ ヤ ユ ニ ッ ト
３ ８ 　 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
３ ８ １ 　 第 ４ の カ ラ ー レ ジ ス ト
３ ８ ３ 　 第 ５ の カ ラ ー レ ジ ス ト
３ ８ ５ 　 第 ６ の カ ラ ー レ ジ ス ト
３ ９ 　 封 止 プ レ ー ト
４ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
４ １ 　 第 １ の 電 極
４ １ １ 　 第 １ の サ ブ 画 素 領 域
４ １ ３ 　 第 ２ の サ ブ 画 素 領 域
４ １ ５ 　 第 ３ の サ ブ 画 素 領 域
４ ３ 　 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト
４ ３ １ 　 第 １ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト
４ ３ １ １ 　 第 １ の 有 機 発 光 層
４ ３ ３ 　 第 ２ の 有 機 発 光 ユ ニ ッ ト
４ ３ ３ １ 　 第 ４ の 有 機 発 光 層
４ ３ ４ 　 正 孔 注 入 層
４ ３ ５ 　 正 孔 輸 送 層
４ ３ ６ 　 第 ２ の 有 機 発 光 層
４ ３ ７ 　 第 ３ の 有 機 発 光 層
４ ３ ８ 　 電 子 輸 送 層
４ ３ ９ 　 電 子 注 入 層
４ ５ 　 第 ２ の 電 極
４ ６ １ 　 第 １ の 有 機 発 光 材 料
４ ６ ３ 　 第 ２ の 有 機 発 光 材 料
４ ７ １ 　 第 １ の 蒸 着 源
４ ７ ３ 　 第 ２ の 蒸 着 源
４ ９ １ 　 第 １ の マ ス ク
４ ９ ３ 　 第 ２ の マ ス ク
Ｓ 　 白 色 光 源
Ｓ １ 　 第 １ の 光 源
Ｓ ２ 　 第 ２ の 光 源
Ｓ ３ 　 第 ３ の 光 源
Ｌ １ 　 第 １ の 色 光
Ｌ ２ 　 第 ２ の 色 光
Ｌ ３ 　 第 ３ の 色 光
２ ０ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
４ ０ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
４ ０ １ 　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
４ ０ ３ 　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】
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